
 

 

 

 

 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌにおける結晶方位の決定 

 

 非対称 ODF図に対応 

  ψ１：０－＞３６０ 

  Φ ：０－＞９０ 

  ψ２：０－＞６０ 
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       山田 義行 

         odftex@ybb.ne.jp 
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１．概要 

 ＯＤＦ解析を行い｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞を決定する場合、ＯＤＦ図からＥｕｌｅｒ角度を読み込み 

   結晶方位を決定する事になるが、六方晶の結晶方位表現は複雑である。 

   ３指数、４指数、Ｘ軸の取り方で表現方法は４種類ある。 

   この表現を簡単に纏めたソフトウエアが、ＨｅｘａＣｏｎｖｅｒｔソフトウエアである。 

   又、ＯＤＦ解析のＥｘｐｏｒｔ図から結晶方位を決定するソフトウエアが 

ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエアである。 

本資料では、ＬａｂｏＴｅｘのＯＤＦＥｘｐｏｒｔファイルから方位決定を説明します。 

（他のＯＤＦ図も対応しています） 

使用するソフトウエアのバージョンは、 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエア    １．１３ 

ＨｅｘａＣｏｎｖｅｒｔソフトウエア    １．０８ 

  

 Ｃｕｂｉｃ，Ｔｅｔｒａｇｏｎａｌ，Ｏｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃの場合 

 ＨｅｘａＣｏｎｖｅｒｔソフトウエアの代わりに、 

 ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐソフトウエア ２．０４ 

 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエア 

  



 ＨｅｘａＣｏｎｖｅｒｔソフトウエア 

  

 

 ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎソフトウエア 

  

 

 

 



２． Ｅｕｌｅｒ角度から｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞の計算 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌ 

  

３． ＬａｂｏＴｅｘＥｘｐｏｒｔデータ 

  Ａ－ｔｙｐｅ（ＴｅｘＴｏｏｌｓも同じ） 

  

  

  Ｂ－ｔｙｐｅ 

  

 

 

 Ｂｔｙｐｅ（ψ２）＝Ａｔｙｐｅ（ψ２）＋３０ 

 

 



３．１ Ａ－ｔｙｐｅデータをＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで読み込み 

 予め、材料を選択（Magnesium） 

  

 ＬａｂｏＴｅｘのＡＴｙｐｅでＥｘｐｏｒｔされたＡ－Ｔｙｐｅｗｐ選択 

  

 選択されたＯＤＦ図が表示される 

  

 最大方位密度が表示されているφ２断面２５度をマウスセンタボタンをクリック 

 



 最大方位密度位置をマウス左ボタンクリック 

  

 ４指数計算された結果が表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 最大位置あたりをマウス右クリックで 

  

 このＥｕｌｅｒ角度位置の結晶方位を調べる場合、 

ＯＤＦ図画面を全体表示に戻し、ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎを選択 

  

  

 Ｅｕｌｅｒ角度を入力、Ｃａｌｃで(hkl)[uvw]が計算される。 

 しかし、正数化された(hkl)[uvw]と Euler角度が異なるため、 (hkl)[uvw]から 

 Euler角度を計算する。 

 

 



  

  Ｄｉｓｐで、結晶方位図が描画される事を確認してから、ReturnStructureを行います。 

  

 Ｅｕｌｅｒ角度から計算された｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞が表示される。 

  



３．２ Ｂ－ｔｙｐｅを選択した場合 

 φ２断面を考えると ＢＴｙｐｅ＝ＡＴｙｐｅ＋３０である。 

  

 φ２断面５５度にて、最大方位密度あたりをマウス右クリック 

  

 

  

 

 

 

 



 ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎにて（４０，６５，５５）を入力し 

  

 ｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞を決定して、Ｄｉｓｐ、Ｒｅｔｕｒｎにて 

  

 結晶方位と方位位置を描画します。 



４． (001)[uv0]（Φ＝0.0）の場合、φ１＋φ２が計算され、単独にφ１、φ２は計算されません。 

  計算すると、Euler角度が赤色に変わります。 

  

  

  Fai２部分を適当に選択してください。 psi=２０を選択 

  

 



５． ＯＤＦ図のステップ間隔が５．０以外の場合 

   

  選択すると、faiのデータが変更されます。 

 


